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戸惑いからはじまる

初めて見る作品が目の前にある時、僕たちはどのように解釈してよいのか戸惑うものです。これまでの経験や知

識を総動員して解釈するのか、あるいは解説を読み束の間の安堵を得るのか。それともその場から黙って立ち去

るのか。

僕の知る限り、世の中にはさまざまな解釈を受け入れる、多くの入り口を持ち合わせた作品があるのですが、そ

のような作品は僕たちの戸惑いさえもひとつの解釈として受け入れるようです。

戸惑いからはじまる解釈。

作品に誘われながら何かを探るように、戸惑いの中で作品を解釈していくことも大切なことかもしれません。
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